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公立大学法人静岡文化芸術大学 平成 29 年度計画 用語解説  

                                   （五十音順） 

用 語 解      説 

IELTS（アイエルツ） 

International English Language Testing System の略称で、英語によるコミュニケー

ション能力（リスニング・リーディング・ライティング・スピーキング）を幅広く評価する

世界的に認められた英語運用能力試験。その成績結果は、留学や移住の際に必

要とされる資格として、多くの国で採用されている。 

アウトソーシング 
外注、外製（がいせい）ともいい、企業や行政の業務のうち専門的なものについ

て、それをより得意とする外部の企業等に委託すること。 

アクティブラーニング 

教員が学生に一方向的に知識を教授する講義型ではなく、学生が主体的に問題

を発見し、解を見出していく能動的な学習方法の総称。アクティブラーニング

を取り入れた授業は、学生参加型授業、共同学習、探求学習、能動的学習、経

験型学習、問題解決学習などの名称でよばれ、実際の授業は、グループワーク、

ディスカッション、リフレクション（自己の活動内容を振り返って評価するこ

と）、ディベートなどにより進められる。 

アドミッション 

･ポリシー 

大学の入学者受け入れ方針。自校の特色や教育理念などに基づき、どのような

学生像を求めるかをまとめたもの。 

eBOOK 

electronic book の略。パソコン、専用の電子書籍リーダーやタブレット型端末

などにデジタルデータを取り込んで閲覧する形式の書籍。データの形式は PDF

や JPEG のほか、EPUB、XMDF、.book(ドットブック)など。文字以外に動画

や音声を再生できるものもある。Amazon 社が販売する Kindle など、個人ユー

ザー対象のものが一般的だが、これとは別に図書館向けにも販売されている。 

ｅ ラーニング 

e ラーニングの "e" は、electronic（電子的な）の意味であり、機器としては

パーソナルコンピュータ、CD-ROM、DVD-ROM、デジタルテレビ、携帯端末（携帯

電話、PDA (携帯情報端末)等）などがある。これらの機器と併せて、インター

ネット、ビデオ配信等の情報通信を活用した学習形態をいう。 

インターンシップ 
学生が在学中に、企業等において自らの専攻や将来希望する職業に関連した就

業体験を行うこと。 

HSK（エイチエスケ

ー） 

読む・書く・聞くで構成されている中国語検定試験で、その成績証明は中国政府

が公認し、世界中で公的証明として用いられている。 

カリキュラム 

･ポリシー 
教育の実施に関する基本的な方針。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%81%E6%A5%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%8C%E6%94%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%BD%E3%83%8A%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/CD-ROM
https://ja.wikipedia.org/wiki/DVD-ROM
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%86%E3%83%AC%E3%83%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%90%BA%E5%B8%AF%E6%A9%9F%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%90%BA%E5%B8%AF%E9%9B%BB%E8%A9%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%90%BA%E5%B8%AF%E9%9B%BB%E8%A9%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%90%BA%E5%B8%AF%E6%83%85%E5%A0%B1%E7%AB%AF%E6%9C%AB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B0
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用 語 解      説 

CAP 制（キャップ制） 

単位の過剰登録を防ぐため、1年間あるいは1学期間に履修登録できる単位の上

限を設ける制度。 

日本の大学制度は単位制度を基本としているが、大学設置基準上 1 単位は、教

員が教室等で授業を行う時間に加え、学生が予習や復習など教室外において学

習する時間の合計で、標準 45 時間の学修を要する教育内容をもって構成されて

いる。また、これを基礎とし、授業期間は1学年間におよそ年30週、1学年間で約

30 単位を修得することが標準とされ、したがって大学の卒業要件は 4 年間にわた

って 124 単位を修得することを基本として制度設計されている。 

しかし、学生が過剰な単位登録をして、3 年で安易に 124 近くの単位を修得し、結

果として45時間相当に満たない学習量で単位が認定されているという現象が生じ

たことから、大学設置基準で「大学は、学生が各年次にわたって適切に授業科目

を履修するため、卒業の要件として学生が修得すべき単位数について、学生が 1

年間又は1学期に履修科目として登録することができる単位数の上限を定めるよう

に努めなければならない」と規定された。 

クォータ学期制 

学校の 1年間を四つの授業実施期間に分ける制度。学期の区切りや休暇の配

分は学校によりさまざまであるが、4～5 月を 1 学期、6～7 月を 2 学期、10

～11 月を 3学期、12～2月を 4学期とし、2学期と 3学期の間に夏季休暇、

4学期中の 12 月末から 1月初めに冬季休暇、4学期の後に学年末休暇（春休

み）を挟むのが一般的である。 

 日本の大学の多くは4月入学で、そのほとんどが2学期制を導入している。

そのため、欧米の大学の 8割が実施している秋入学とは学期の区切りにずれ

があり、留学希望者や研究者の受け入れがむずかしく、日本の学生が欧米の

大学の夏休み（6～8 月）に行われるサマースクールに参加することなどに

も不都合な点があるなど、課題がある。 

グループウェア 
効率的に協調して仕事を進めるため、ネットワーク上で複数のユーザーが互

いに情報交換をしながら共同作業を行える支援システム。 

GPA 制 

（グレード・ポイント・

アベレージ） 

アメリカにおいて一般的に行われている学生の成績評価方法の一種。一般的な

取扱いの例は次のとおりである。 

①学生の評価方法として、授業科目ごとの成績評価を 5 段階（A、B、C、D、F）で

評価し、それぞれに対して 4・3・2・1・0 のｸﾞﾚｰﾄﾞ・ﾎﾟｲﾝﾄを付与し、この単位当たり

平均（GPA）を出す。 

②単位修得はDでも可能であるが、卒業のためには通算のGPAが 2.0 以上であ

ることが必要とされる。 

③3 セメスター（1 年半）連続して GPA が 2.0 未満の学生に対しては、退学勧告が

なされる。（但し、これは突然退学勧告がなされるわけではなく、学部長等から学

習指導・生活指導等を行い、それでも学力不振が続いた場合に退学勧告とな

る。） 

なお、このような取扱いは、1 セメスター（半年）に最低 12 単位、最高 18 単位の標

準的な履修を課した上で成績評価し、行われるのが一般的である。 

https://kotobank.jp/word/%E6%98%A5%E4%BC%91%E3%81%BF-605733
https://kotobank.jp/word/%E6%98%A5%E4%BC%91%E3%81%BF-605733
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用 語 解      説 

事業継続計画 

災害や事故などが発生した際に、公的機関や事業者が、損害を最小限に抑え、

中核となる事業の継続や早期復旧を可能とするために策定する計画のこと。

BCP（Business continuity planning）とも呼ばれる。計画では、継続させ

る事業の優先順位、利用する代替設備、仮復旧の手順、復旧目標などを定め

ることが一般的である。 

社会人基礎力 

2006 年に経済産業省が、「読み書きを含む基礎学力」、「職業知識や資格

など専門知識」に加えて、職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくた

めに必要な基礎的な力として定めた。「前に踏み出す力（アクション）」「考

え抜く力（シンキング）」「チームで働く力（チームワーク）」の３つを核

としており、教育機関での社会人基礎力の育成が重要となってきている。 

情報セキュリティ 

情報資産の機密性、完全性及び可用性を維持すること。 

（機密性）情報にアクセスすることだけを認められた者だけが、情報にアクセ

スできる状態を確保すること。 

（完全性）情報が破壊、改ざん又は消去されていない状態を確保すること。 

（可用性）情報にアクセスすることだけを認められた者だけが、必要なときに

中断されることなく、情報にアクセスできる状態を確保すること。 

SD（スタッフ・ディベ

ロップメント） 

教員に加え事務職員や技術職員など、教職員全員を対象とした、管理運営や教

育研究支援までを含めた資質向上のための組織的な取組。 

ステークホルダー 

企業・行政・NPO 等の利害と行動に直接・間接的な利害関係を有する者を指

す。日本語では利害関係者という。具体的には、消費者（顧客）、従業員、

株主、債権者、仕入先、得意先、地域社会、行政機関など。 

ＳＡ（ステューデント・

アシスタント） 

TA とは区別して、大学院生でなく、学士課程の学生を教育の補助業務に携わら

せること。 

大学入学希望者学

力評価テスト（仮称） 

現在の大学入試センター試験の後継とされるテスト。現在の入試でも行われ

ている「教科型」に加えて、「合教科・科目型」「総合型」の問題を組み合わ

せて出題され、評価も１点刻みではなく段階別評価を想定。このテストでは、

「思考力・判断力・表現力」が評価の中心に変わるが、具体的なことはまだ

明らかではない。 

多文化共生 
複数の他者の民族、他者の文化の相互承認と共存が可能になっている社会の

状態のこと。 

定住外国人 

一般的に、日本社会に長期間、生活の本拠を持ちながら日本国籍を有しない

者という意味。外国人旅行者や１年～３年程度のスパンで日本で働く人（た

とえば企業の駐在員や技能実習生）は除く。 
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用 語 解      説 

チューター制 
教員による学部学生への学修面を含めた学生生活全般に関する相談及び個別指

導のこと。 

ディプロマ 

･ポリシー 
卒業認定・学位授与に関する基本的な方針。 

TOEIC（トーイック） 

Test of English for International Communicationの略称で、英語によるコミュニケー

ション能力を幅広く評価する世界共通のテストであり、世界約60ヶ国で実施されて

いる。 

認証評価機関 

国公私の全ての大学、短期大学、高等専門学校は、定期的に、文部科学大臣

の認証を受けた評価機関による評価（認証評価）を受けることとなっており、

この評価機関をいう。財団法人大学基準協会、独立行政法人大学評価・学位

授与機構などがある。 

パブリシティ マスメディアに流される、製品やサービスに関する報道。 

ＦＤ（ファカルテ

ィ・ディベロップメ

ント） 

教員が授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的な取組の総称。具

体的な例としては、教員相互の授業参観の実施、授業方法についての研究会

の開催、新任教員のための研修会の開催などを挙げることができる。 

副専攻 

（主専攻） 

主専攻は主として学ぶ領域（自分の所属する学部・学科）、副専攻はサブで

学ぶ領域（学部・学科とは別に用意された独自カリキュラム）のこと。たと

えば文学部に入学したとして、主専攻は文化学だが、副専攻として海外コミ

ュニケーションを取るなど。大学によってはこの主専攻・副専攻というもの

がないところもある。 

ふじのくに地域・ 

大学コンソーシア

ム 

 

高等教育機関相互の連携を深め、また、行政、産業界、非営利活動法人など

と広範なネットワークを形成し、県内高等教育機関の教育力・研究力の一層

の向上を図るとともに、それぞれの主体が一体となって、地域社会の発展に

寄与していくことを目的とし、本県の大学間連携組織である「大学ネットワ

ーク静岡」を発展的に改組し平成 26 年 3月 27 日に設立。 

ポータル 

元々ポータルとは港 (port) から派生した言葉で門や入口を表し、転じてサ

イバービジネスの世界では、ユーザーがインターネットを利用する際の入り

口、または拠点として必ず利用する場所（ウェブ）をいう。また、社内ポー

タルは、主に社内のさまざまなアプリケーションへの入り口となる Web サ

イトのこと。 

http://www.weblio.jp/content/%E7%A4%BE%E5%86%85
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%95%E3%81%BE%E3%81%96%E3%81%BE%E3%81%AA
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%95%E3%81%BE%E3%81%96%E3%81%BE%E3%81%AA
http://www.weblio.jp/content/%E5%85%A5%E3%82%8A%E5%8F%A3
http://www.weblio.jp/content/Web%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88
http://www.weblio.jp/content/Web%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88
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用 語 解      説 

リカレント教育 

経済協力開発機構(OECD)が 1970 年代に提唱した、生涯学習の制度的形態。回

帰教育、循環教育などとも訳される。社会に出てからも学校または教育・訓練

機関に回帰する(戻ってくる)ことが可能な教育システム・体系のこと。広義には

社会人が人生の途上でさまざまな形で学ぶことを意味するが、狭義には高等教

育機関など整った教育機関で教育を受けることを意味する。 

Ｗｉ－Ｆｉ 

（ワイファイ） 
無線でネットワークに接続する技術（無線 LAN の規格のひとつ） 

※ 文部科学省資料、本学資料のほか、インターネットから作成 

https://kotobank.jp/word/%E7%94%9F%E6%B6%AF%E5%AD%A6%E7%BF%92-174802
https://kotobank.jp/word/%E9%AB%98%E7%AD%89%E6%95%99%E8%82%B2-62877
https://kotobank.jp/word/%E9%AB%98%E7%AD%89%E6%95%99%E8%82%B2-62877

